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Impact of thymidine phosphorylase-expressed macrophage for surgical 










































































　T、P、NのTP活性は148.6+/-118.2、25.7+/-26.6、19.3+/-19.9 U/mg proteinであった。T vs P（p<0.0001）、




































































































































　T、P、NのTP活性は148.6 +/- 118.2、25.7 +/-26.6、19.3 +/- 19.9 U/mg proteinであった。T vs P（p<0.0001）、
T vs N（p<0.0001）、P vs N（p=0.0068）の各群間で有意差を認めた。PのTP活性はT分類およびGrade、組織
学的浸潤増殖様式、微小静脈浸潤と有意な相関を示したが、pT1の33例においては、病理組織学的因子と
相関を認めず、また、pT1aとpT1b（腫瘍最大径が4.0 cm をこえるが7.0 cm以下で、腎に限局する）の間に
も差を認めなかった。
　免疫組織染色では全例でPに癌細胞は認めず、PのTP活性はTP陽性マクロファージの浸潤と相関を認め
た（p<0.0001）。しかし、TP陽性マクロファージ比率はpT1bとpT1a （p = 0.0140）、Grade 3とGrade 1 （p =
0.0250） の間で各々有意差を認めた。
　腫瘍から約5 mmに切開線を設定して部切を行う前方視的研究に登録した11例のT1a 腎細胞癌症例は、
































































8） Grade 1, 2, 3の分布はどうであったか
9） 5 mmで判定しようとした理由はなにか
10） TP活性を測定するサンプルはどのようなものを選んだか
　これらの質問に対し申請者の解答は適切であり、問題点も十分理解しており、博士（医学）の学位論文
にふさわしいと審査員全員一致で評価した。
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